




要約:乳幼児の集団健診の場において簡便で客観性のある機器の開発を目的とし、分担で検

討を行った。本年度において試作、または、検討した機器は以下の通りである。1.眼位の

異常、斜視、を観察するのに適当なライトの種類、2.頭囲を測定する際に見やすいデジタ

ル表示および子供がいやがらないためのキャップ式メジャーの考案、3.難聴の有無を簡便

にスクリーニングするため、各種の玩具や機器などの音源の周波数と音量の分肝を行い既

存の道具の使用に際して対象児や室内の騒音の影響などの条件との関連を明示、4.超音波

診断機器についての検討、5.指掌紋の判定のためのコピー機の試用、6.周囲への注意、感

覚機能等のスクリーニングを目的とする条件反射の応用とそのための装置の工夫。以上の

各項目についての成績をふまえ、その実用化についての条件設定を継統中である。 


